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Khuong Thuong 団地
の連続ファサード。
壁面が黄色い集合住
宅は旧ソ連の援助に
よって建設された。
広幅員の道路に面し
た住棟であり、とり
わけ交差点部分の円
弧を描くファサード
は、見られることを
意識している。
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ハノイの集合住宅のＤＩＹファサード

　老教授が自分でしたのではないよ
うだ。したがって厳密にはＤＩＹで
はない。こうした増築をする業者は
多く、コンクリートの壁を切ったり
する工事を請け負う業者の宣伝貼り
紙が、そこら中に貼られている。
　高質の住宅ではこのような現象は
ほとんどみられない。やはり、基本
的な原因は狭さにあると考えられ
る。しかし、違った見方もできる。
デービッド・ラドリンは、自分の手
が加わることによって、住宅に親し
みが増す。その親しみがコミュニ
ティへの愛着に貢献する。ハノイの
このような現象にも、そのような効
果があるのかもしれない。

■集合住宅におけるＤＩＹ
　ハノイの集合住宅を巡り歩いて、
もっとも目に付くのが、ＤＩＹ部分
を施していることである。とりわけ
ベランダ部分の張り出しが多い。
　ＤＩＹは、サッチャー政権下で行
なわれたイギリスの集合住宅におい
ても起きた。自分が占有する領域の
区別化がその理由であったといわれ
るが、問題視する向きもあった。
　ハノイの集合住宅もにこの私有化
が背景にあると思われる。この団地
の道路を挟んで西側の住棟に住む、
退職した大学教授に話を聞く機会が
あった。姪が結婚してハノイに住む
ようになり、同居することになった。
やはり部屋が少ない（２ＤＫ）の
で、ベランダ部分を張り出す増築を
した、とのことである。

Khuong Thuong 団地
上記の写真は地点 A から地点 B にかけて
の連続ファサードを示している。
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ハノイの集合住宅のＤＩＹファサード

■暮らしが見える改造ベランダ
　物置のようなベランダ、飾り窓の
ようなベランダ、１室増築したよう

なベランダ。物語を語るベランダが。
溢れるばかりのさまざまな生活。


